
１．外部評価のねらい

２．目的と概要

３．経緯と活動実績

４．投入コスト

豊岡シンポジウム参加

　施策(４－②)

平成27年度

・公共機関等の職員によるWSを計６回実施、展勝地エリアをターゲット
に、日常のゆがみを直す暮らし方を目指し、８つの展勝地ライフスタイ
ルを提案

・口内ライフスタイル「里山で楽しみを自給する暮らし」の作成
・作成した口内ライフスタイルを実践するための活動の検討
・里山体験イベント「愛宕山で学ぶ・遊ぶ・食べる」実施

WSの開催

口内ライフスタイルの作成・実践

　気候変動、資源の枯渇、エネルギー不足、人口減少等の環境制約においても持続可能で環境負荷が少な
いライフスタイルの確立と実践を目指す。
　制約のある環境でも我慢するのではなく心豊かな生活を送ることができるような暮らし方を考え実践すること
で、今のライフスタイルや市民意識の転換を図っていく。

重要課題評価シート（情報確認用）

161千円

重要特定課題 　北上らしい未来の暮らし方の創造

　具体的な取組み

「未来の暮らし方を育む泉の創
造」プロジェクト北上研究室の設
置

・東北大学が採択された研究プロジェクト（H27.10～H30.9）について応
募の際に協力、北上市は口内地区をモデル地区として設定

地域資源を活かした都市・地域資源の形成

自然環境と調和したライフスタイルの構築

平成29年度

　生活環境部　環境政策課

地球温暖化防止対策の推進

関連施策
(総合戦略)

関連施策
(総合計画)

部課等名

内容主な取り組み

　平成26年度にライフスタイルデザインの事業を開始し、2030年の７つの環境制約下でも心豊かな暮らしを描
き、実現していこうとしている。
　外部評価では、地球温暖化防止対策の推進という目的に向け、「目的に沿った取り組みか」「これまでの成
果と課題は何か」「今後どのように対応するべきか・必要な取り組みは網羅されているか」という観点で評価・
意見をいただき、今後の改善に活かしていくことを目指す。

　政策体系4-1-3

・北上ライフスタイルデザインプロジェクトの取り組みを市民に対し報告
するため、シンポジウムを開催

・東北大学と共同でライフスタイルデザインの研究を開始
・市職員によるWSを計５回実施、90歳ヒアリングで学んだ北上の暮らし
を応用して、これからの新しい暮らし方を研究し、108つのライフスタイ
ルを提案

・北上市で開催のシンポジウムの参考とするため、同様の取り組みを
行っている兵庫県豊岡市で開催されたシンポジウムに参加

フルコスト

平成28年度

千円

その他

千円 4,282千円2,727千円

パンフレット作成

「未来の暮らし方を育む泉の創
造シンポジウムin北上」開催

木育ワークショップの実施
・物を大切に再利用しながら最後まで使うための実証実験「木育ワーク
ショップ」を実施

2,628千円
474千円当初予算

千円 千円

人件費

千円 千円

4,121千円

99千円

・地域住民により「口内秘密基地プロジェクト実行委員会」結成、秘密
基地プロジェクト活動を実施

事業着手
ワークショップ（WS）の開催

展勝地ライフスタイルの実践検討

千円

〈参考〉
平成30年度

千円

平成28年度

・展勝地ライフスタイルを実践するため、(株)展勝地と検討を重ねた

平成29年度

・暮らし方を見直す重要性について周知するパンフレットを作成し、行
事にて配布。同内容を、市ホームページにも掲載

平成26年度

204千円

口内ライフスタイルの実践

平成27年度

220千円

平成26年度

直接事業費



５．成果の認識

６．課題の認識

７．課題解決に向けた今後の方策

８．総括事項（その他特記事項）

全国的には兵庫県豊岡市・三重県志摩市・鹿児島県沖永良部島などで同様の取り組みが行われている(詳細は別添の
とおり)。

内容

　平成26年度から実施してきた北上ライフスタイルデザインプロジェクトの成果を周知・発表するため、29年度にフォーラ
ムを開催した。これにより、地域の資源を活かした北上らしい未来の暮らし方について市民と共有し、理解を深めること
ができた。シンポジウム参加者に行ったアンケート結果では「暮らし方を見直す必要性がある」との回答が90％であっ
た。

・描いたライフスタイルと実際に取り組むことが可能なライフスタイルにはギャップがあり、活動の際には段階を踏んで進
んでいく必要があるが、目に見える成果はなかなか表れない。
・大量消費型のライフスタイルからの転換が必要ということは市民が認識できたとしても、実際に市民に行動を促すため
の訴求が難しい。

具体的な取り組み

環境問題・地域問題解決・地域資源の活用に興
味のある市民等と連携し、新たなライフスタイル
事業を研究・実証していく。

活動意欲のある個人や団体・地域に向け広く研究・実証成果の
周知を図り、地域活動・ものづくり・事業化につなげていく。


